
令和８年４月１日 

東洋ライス株式会社行動計画 

 

 社員がその能力を発揮し、仕事と生活の調和を図り、地域との共生を図り、働きやすい

雇用環境の整備を行うため、次のように行動計画を策定する。 

 

１．計画期間 令和８年４月１日～令和１１年３月３１日までの３年間 

２．内容 

 

 

 

＜対策＞ 

 ●令和８年４月～  所定外労働の現状を把握 

 ●令和 9 年 3 月～  人事管理部・総務労務部で状況分析 

●令和 9 年４月～  管理職への研修（年４回）及び社内広報画像による男性社員への取

得促進を周知（毎月） 

 

 

 

 

＜対策＞ 

 ●令和８年４月～  所定外労働の現状を把握 

 ●令和 9 年４月～  人事管理部・総務労務部で状況分析 

●令和 10 年３月～ 安全衛生委員会で（毎月）及び社内広報画像（毎月）による注意喚

起 

 ●令和 11 年 3 月～ 達成度確認 

 

 

 

 

＜対策＞ 

 ●令和８年７月～ 人員不足部署からの要望を検討開始 

●令和８年９月～ 次年度の新卒採用計画作成、中途採用の積極採用を継続 

●令和８年３月～ 大卒採用、高卒採用を開始 

●令和９年４月～ 社員への周知及び市区町村広報誌などによる取組の周知 

●令和 11 年３月～有給休暇所得率を測定 

 

 

 

目標１：計画期間における男性の平均育児休業取得率を７５％以上とする。 

 

目標２：フルタイム労働者一人当たりの各月ごとの法定時間外労働・休日労働の合

計時間数を３０時間未満とする 

目標 3：業務の属人化を解消するべく積極採用を継続し、限定社員の負担を軽減し、

有給休暇の取得促進を図り、有給休暇取得率のアップを実現する。 



 

 

 

 

 

＜対策＞ 

●令和８年１０月～ 社員の子供の保育実態から問題点を抽出把握 

 ●令和９年２月～  社内検討委員会での検討開始 

 ●令和９年９月～  問題解決案の作成 

●令和１１年１月～ 時間単位取得についての周知徹底や、新たな解決策の開始 

 

 

 

目標４：令和１１年１月までに、学童保育（多くの自治体で「1〜3 年生まで」を

原則とするため、4 年生以降は事実上卒業となり、放課後の居場所がなく

なるケースが多いことを考慮した）対応制度を導入する。  


